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重要取組シート 

取組項目 財政危機脱却に向けた改革プランに基づく市政改革の推進 

現状・課題 

＜現状＞ 

・令和 3 年 2 月に公表した「財政収支見通し」において、今後 10 年間の推計期間

に毎年度 40 億円から 50 億円程度の収支不足を見込んでおり、抜本的な改革を

集中して実施し、真に健全な財政を実現するため、「財政危機宣言」を発出した。 

＜課題＞ 

・令和 3・4 年度の集中改革期間に市政全般の抜本的な改革に集中的に取り組み、

令和 14 年度までに収支均衡を図る改革の道筋を付ける必要がある。 

 

取 組 の 

内  容 

・財政危機からの脱却に向けた市政改革の理念と視点、目標、取組項目、実施時期

などを内容とする改革プランを策定する。 

・改革プランに基づき、①公共投資の選択と集中、②公共施設の見直し、③外郭団

体の見直し、④イベント・補助金・その他市独自施策の見直し、⑤収入確保、⑥

人件費の抑制の６項目を柱とする市政改革を推進する。 

・改革の推進により、集中改革期間終了後の「財政収支見通し」において、推計   

期間（10 年間、令和 14 年度まで）内の収支均衡を図る。 

・その他、事務事業評価の実施や低未利用地の有効活用、外郭団体の見直しなどを

通じて、改革の具現化を図る。 

 

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル 

前期 

（～7 月） 

□ 改革の具現化に向けた取組の検討、調整（4 月～） 

□ 財政危機脱却に向けた改革プラン骨子の決定、公表（6 月） 

□ 関係団体との調整（7 月～） 

中期 

（～11 月） 

□ 改革プラン（案）の策定、公表（８月） 

□ 改革プランの策定、公表（10 月） 

□ 改革プランに基づく取組の推進（10 月～） 

□ 改革プランの取組を次年度当初予算編成に反映（10 月～1 月） 

後期 

（～3 月） 

□ 改革プランに掲げる取組の進捗状況等を公表（2 月） 

次年度 

以降 

□ 改革プランに基づく取組を着実に推進するほか、新たな取組項目を検討 

進
捗
の
状
況 

前期 

（～7 月） 

□ 改革の具現化に向けた取組の検討、各局・区との協議調整（4 月～） 

 

中期 

（～11 月） 

□ 「財政危機脱却プラン（素案）」の作成、公表（８月） 

□ 「堺市財政危機脱却プラン（案）」の策定、パブリックコメント実施（10 月） 

□ パブリックコメントに寄せられた意見と市の考え方を公表（12 月） 

□ 「堺市財政危機脱却プラン（案）」の取組を令和 4 年度当初予算編成に反映（10

月～1 月） 

後期 

（～3 月） 

□ 「堺市財政危機脱却プラン（案）」に掲げる取組の令和 4 年度当初予算案への

反映状況を公表（2 月） 

市政集中改革室 
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